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散安定性に関する第 1 部，O/W エマルションの酸化安定性に関する第 2 部，冷解凍プ
ロセスが O/Wエマルションの分散安定性に及ぼす影響に関する第 3部，低融点植物油
の結晶化挙動に関する第 4部の 4部 13章より構成されている． 
第 1 部は，O/W エマルションの分散安定性とエネルギー効率を評価するモデルにつ
いて検討した結果をまとめたものであり，3章よりなっている． 
第 1 章では，O/W エマルションの油滴の合一過程に対する活性化エネルギーを推算
するモデルを提出し，油滴径が小さいほど活性化エネルギーの値が大きく，O/W エマ
ルションの分散安定性が高いという経験則の妥当性を示した． 
第 2 章では，第 1 章で提出したモデルに基づき，油滴径分布の経時的変化を予測す
る方法を提案し，油滴径の平均値が小さく，また単分散性が高いほど，油滴径分布の
変化は少なく，実験的に観測される油滴径分布の経時変化と同様の挙動を示した． 
第 3 章では，種々の乳化法に対して，O/W エマルションを調製する際に投入したエ
ネルギーと乳化に利用されたエネルギーの関係，すなわち乳化のエネルギー効率を同
一の指標で比較できる方法を提出した． 
第 2 部は，O/W エマルションおよび粉末油脂系における油脂の酸化過程を評価する
モデルに関する第 4章と第 5章の 2章よりなっている． 
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散安定性に及ぼす影響を実験的に検討した第 6章から第 9章の 4章よりなっている． 













 第 4 部は，融点の低い植物油の結晶化機構を考察し，結晶化するまでの時間の予測
とその制御を試みた第 10章から第 13章の 4章よりなっている． 
第 10 章では，植物油脂が結晶化するまでの誘導期に及ぼす油脂の種類および添加す
る親油性乳化剤の影響を検討し，誘導期を延長する乳化剤の特性を明らかにした． 
 第 11 章では，菜種油を対象として，小角および広角 X 線散乱により種々の温度で
冷凍保存した際の結晶構造の経時的変化を測定し，結晶多形の変化が保存温度に依存
することを明らかにした． 
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